
年度 2007  学期 後 曜日・校時   金 １        必修選択     必修 単位数   1 

授業科目/(英語名) 中国語Ⅱ 
Chinese Ⅱ 

対象年次 １年次 講義形態 講義 教室  

対象学生(クラス等)    Ｔ五           科目分類   外国語科目（中国語） 
担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 
担当教員： 高山乾忠  /Ｅﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：takayama@nwjc.ac.jp   /研究室：非常勤講師控室          
/オフィスアワー：10:20～１０：３０  

担当教員(オム
ニバス科目等) 

 
 

授業のねらい/授業方法（学習指導法）/授業到達目標  
授業のねらい：中国語Ⅰに引き続き、発音と声調の基礎を固める。辞書を用いて発音を調べ、正しく読めるように

する。新たに約 300 の単語を習得させる。中国語独特の文法事項を中心に解説し、日本人的間違い
を克服していく。 

授 業 方法：会話到達目標を提示し、文法をふまえた正しい日常会話ができるように徹底して練習を行い、中国
語を聞いて書き取り、黒板を使って添削する。また、中国の文化知識を教授し、理解を深めさせる。

授業到達目標：（財）アジア国際交流奨学財団主催、「実用中語技能検定試験」（準４級、４級）の資格を目指す。 
 

授業内容(概要) /授業内容(毎週毎の授業内容を含む)    
授業内容（概要） 
 

第 1回   …   第 8 課     程度補語 様態補語  

第 2回   …   第 8、9課   連体修飾語 助詞“地” 助動詞  

第 3回   …   第 9 課     副詞“一定” 提案・念押しの表現 

第 4回   …   第 10 課    二重目的語文 選択疑問文 

第 5回   …   第 11 課    動作の進行・持続、過去の経験を表す文 

第 6回   …   第 12 課    助詞“了” 時量補語  

第 7回   …   第 12、13 課   離合動詞 動詞の重ね型と“一下” 

第 8回   …   第 13 課    “是”～“的”構文 副詞“就”と“才” 呼応 

第 9回   …   第 14 課    結果補語 方向補語 補語の派生義 

第 10 回   …   第 14、15 課   可能補語 補語の派生義 

第 11 回   …   第 15 課    使役文 反語文 二重否定文 

第 12 回   …   第 16 課    受身文 “把”構文 感嘆文 

第 13 回   …   第 17 課    等位複文 偏正複文 

第 14 回   …   第 8 課～第 17 課までの復習を行う 

第 15 回 後 期 試 験 
キーワード  

教科書・教材・参考書 
 
 

「中国語クリニック」 兪 稔生 著   （ 好 文 出 版 ） 
日中辞典・中日辞典 
 

成績評価の方法・基
準等 

全体が１００％ 
うち：授業への積極的な参加状況、平素の学習意欲や態度など  ３０％ 

定期試験の成績などを総合的に評価する。７０％ 
 
 

受講要件(履修条件) 原則として全回講義の出席を条件とする 
 

本科目の位置づけ 

/学習・教育目標 

 
 

備考(準備学習等)  
 

 


